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令和８年度第２回小・中学校連携研修会の各分科会で決まった共通実践事項

１ 学習指導

司会進行：新改 新悟（南中）、記録発表：小湊 美音（南小）

⑴ 授業開始時の着席・黙想の徹底

ア 静かな雰囲気の中で落ち着いて授業を始められるよう、指導しましょう。

イ 中学校では、授業開始２分前の予鈴で着席・黙想を行っています。小学校高学年（５・

６年生）においても、実践に取り組みましょう。

⑵ 「書く力」を重点的に指導しましょう

ア タブレット端末等を活用した学習の増加に伴い、「書く力」の低下や筆圧の弱い児童生

徒の実態も見られます。

イ 相手に伝わるよう、丁寧で正しい文字を書く習慣を身に付けさせましょう。

ウ 日頃の「日記」や「よみとり帳（生活記録）」等を活用し、文章を書く力を身に付けさ

せましょう。

２ 特別支援教育

司会進行：三角 理恵（南中）、記録発表：松元 聖子（南中）

「進路・将来を見据えた支援 ～保護者との連携を積み重ねていく～」

⑴ 規則正しい生活習慣を身に付け、生活リズムの確立を図れるよう支援しましょう。

⑵ 基本的な学習習慣を身に付けさせましょう。

（具体的には、チャイム着席や授業前に学習用具を準備することなど）

⑶ 自分の思いや考えを適切に伝えられるよう、支援・指導を行いましょう。

⑷ 進路指導の充実を図るため、早い段階から保護者と十分に話し合いましょう。

⑸ 保護者との情報交換や情報共有を積極的に行い、連携を深めましょう。

３ 生活指導

司会進行：神田 良文（南中）、記録発表：入田 久恵（宇宿小）

⑴ 授業に臨む態度の育成

ア 支援学級の児童生徒を含め、授業前の着席を徹底しましょう。

⑵ 家庭（保護者）との連携を大切にしましょう

ア ＰＴＡ活動や保護者会、教育相談等を通して、保護者に現状をしっかり伝え、家庭と連

携しながら課題の解決を図りましょう。

⑶ ＳＮＳやインターネット上のトラブルへの対応

ア 児童生徒及び保護者の意識をさらに高め、ＳＮＳやインターネットに関するトラブルの

未然防止に努めましょう。




